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第４回 学自研学生委員会 議事録 
2018 年 7 月 21 日 

 文責：東京農工大学    中里 

日本大学生産工学部 清水 

 

1 概要 

  日 時： 2018 年 7 月 21 日（土）13:00～15:00 

  場 所： 日本大学理工学部 駿河台キャンパス 7 号館 771 室 

  参加者： 神奈川工科大     高須，和田 

       工学院大       高野，辻 

       中央大学       坂下 

       東京農工大      中里，矢田 

             日本大学生産工学部  清水，鈴木，春山 

       日本大学理工学部   小笠，沢田，山下 

       横浜国立大      井畑，植村 

理事         田中，佐藤，大蘆，伊藤 

OP          知振，松園 

（大学名 50 音・敬称略） 

 

2 配布資料 

 ・【事前資料】第 4回学自研学生委員会 事前資料 

 ・【事前資料】2018 年度 7月分 会計資料 

 ・【事前資料】2018 年度関東支部 6月分会計詳細資料 

 ・【企画書】神奈川工科大学 ドライビングシミュレータ＆研究設備 見学会 

 

3 議題 

3.1 Web の更新状況報告（広報担当：春山）  

 【進捗】 

 ・4 月，5 月，6 月分の議事録を掲載済 

 【今後の予定】 

 ・今月中に IHI 企業見学会の報告書を掲載 

 ・三菱重工見学会の報告書は先方の確認及び承認が取れ次第掲載 
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3.2 会計状況報告（会計担当：和田） 

 【報告】 

 ・今年度の予算使用の報告 

 ・現状では残りの予算に多少のゆとりがあるため，新規企画等に用いることが可能 

 【今後について】 

 ・予算の部分に 4 輪研修の事前下見の費用が含まれていないため，今後は考慮していく必要がある． 

 

3.3 国際交流状況報告（国際担当：山下） 

 <台湾派遣> ・11 月末に実施を予定 

       ・7 月末頃から参加者の募集を開始する予定 

       ・派遣期間は例年通り 1 週間を予定 

       ・来月の第 5 回委員会の実施日に，担当の佐藤理事と面談を実施する予定 

<タイ派遣> ・1月の実施を予定（変更の可能性あり） 

 

3.4 企画進捗状況 

・【企画進捗】富士総合火力演習（担当：山下） 

・学自研とフォーミュラから 25 名の参加を予定 

・参加者が多数のため，バスの台数が前年度の 2 台から 3 台に変更したため参加費が 8000 円に   

変更 

  ・現在も追加の募集を継続中だが，参加の確約は無し 

   →現状では 6～7 名の方から希望あり 

 

・【企画進捗】伊藤理事講演会（担当：山下） 

  ・本委員会が終了後に講演会を実施 

   →講演会終了後，報告書を作成 

 

・【企画進捗】神奈川工科大学 ドライビングシミュレータ＆研究設備 見学会（担当：高須） 

  ・企画書をもとに実施概要の説明 

  ・ドライビングシミュレータに関しては乗車体験も企画に加える予定 

   →参加者全員に乗車が出来るように，当日は説明と乗車の 2 班に分かれて進めていく 

  ・実施日は 9 月あるいは 10 月の委員会と同日を予定 

   →どちらが良いか近日中にメールで希望を取り決定 

  ・当日は 2～3 時間の実施を予定し，午前中に委員会，午後に見学会を実施する 

  ・開催場所の神奈川工科大学まで車で行くことが可能かどうか近日中に情報を展開予定 

   →実施日に関する連絡と同じタイミングで，参加者に車で行きたいかどうか確認を取る予定 
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・【企画進捗】タイヤメーカ見学会（担当：沢田） 

    ・担当の加藤理事からブリヂストンの小平工場（事業所）の見学で交渉を初めていると連絡が

あり，現状ではブリヂストンを候補として企画を進めている 

    ・10 月の 1 週目に企画実施を計画中 

・募集人数は 15 名程度を予定 

    ・実施 1 ヶ月前頃から募集を開始 

    ・現状で工場が可動していないため，工場の見学は出来ない 

    ・併設されている博物館と技術センターの見学は可能 

     →工場の見学は他でも出来るが今回は技術センターの見学を売りとする 

    ・今後は詳細な企画内容を決定していく 

     →具体的に何を見学できるのか，技術者の方からどんな話を伺うことが出来るかなど 

     →三菱重工の見学会と同様に意見交換の場を設けた方が良い 

 

・【企画進捗】4 輪研修（担当：山下） 

  ・担当理事は日本大学の関根先生 

  ・昨年度と同様で 12 月の開催を予定 

・昨年度実施することが出来なかった FR の乗車体験も企画に取り入れられるように調整する 

  ・安全運転中央研修所の年間スケジュールを確認し，企画が実施できる日程を確認し日程を調

整 

 

  ・【企画進捗】おおたオープンファクトリー（担当：辻） 

    ・今年度は 11 月 17 日（土）に実施（ホームページに詳細あり） 

    ・担当理事は伊藤先生，学生担当は工学院大学の辻さんに決定 

    ・今後は昨年度と同様に企画書を作成していく予定 

 

3.5 特別講演の講演内容（担当理事：工学院大学 田中先生） 

2019 年 3 月の学術講演会における特別講義の講師の方の選定を実施 

→本委員会で以下の候補の中から順位付けを実施した 

国士舘大学の本田先生よりご紹介いただいた以下の 4 件の候補， 

①日産自動車 平松様(運転中のドライバを対象とした車両制御方法に関する講演を予定) 

②東京農工大 ポンサトーン先生(ドライビングシミュレータを用いた自動運転化に向けた技術開発

に関する講演を予定) 

③NVIDIA（画像処理を強みとする情報系の企業で，自動車に対しての AI 技術の応用に関する講演

を予定) 

④ホンダ 石橋様(ホンダ車のカーデザインに関する講演を予定) 

並びに学自研からの候補として 

⑤IoT の一つの形態である車同士がネットワーク上で繋がり通信をし合う，コネクティッドカーに関

する講演 
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 を提案し，合計 5 名の方から希望を取り，順位付けを実施した． 

 第一候補：日産自動車 平松様 

 第二候補：ホンダ 石橋様 

 第三候補：コネクティッドカーについて 

 第四候補：NVIDIA 

 第五候補：東京農工大 ポンサトーン先生 

 これらの結果をもとに特別講演の講師の方を決定していく． 

 

4 次回委員会開催日程 

8 月 25 日(土)13:00～14:45 

会場：日本大学理工学部 駿河台キャンパス 

   委員会終了後，台湾派遣の希望者の面接 
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